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ストッパねじ（２個）

（特殊付属品）

リアルバイナリコ－ド（№０１） 切換角度１５°

１Ａ

２Ｆ

４Ｂ

８Ｅ

１６Ｃ

Ｇ

Ｄ

ビット端子 設 定 値
№記号

Ｃｏｍ

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１１

ＩＮＨ

１３１４１２ １５１６１７１８１９２０２１２２２３

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

１Ａ

２Ｆ

４Ｂ

８Ｅ

１６Ｃ

Ｇ

Ｄ

ビット端子 設 定 値
№記号

Ｃｏｍ

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１１

ＩＮＨ

１３１４１２ １５１６１７１８１９２０２１２２２３

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

コンプリメンタリバイナリコ－ド（№０２） 切換角度１５°

コード表

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ●

納入時動作範囲

納入時動作範囲

１６ ±１

シャフト

２０１５． ７．１５

ＤＰ接点変更手順書

設定表（１５°用）

シシシシャャャャフフフフトトトトをををを反反反反時時時時計計計計方方方方向向向向にににに一一一一杯杯杯杯ままままでででで回回回回転転転転ささささせせせせたたたたエンド側の動作範囲を変更の際は、

状状状状態態態態 で上記設定表を参照の上、スイッチのアルファベットＤ～Ｘのストッパねじ用穴

にストッパねじを入れて変更して下さい。

エンド側動作範囲変更手順

スタート側の動作範囲を変更の際は、

状状状状態態態態

シシシシャャャャフフフフトトトトをををを時時時時計計計計方方方方向向向向にににに一一一一杯杯杯杯ままままでででで回回回回転転転転ささささせせせせたたたた

で上記設定表を参照の上、スイッチのアルファベットＢ～Ｖのストッパねじ用穴

にストッパねじを入れて変更して下さい。

スタート側動作範囲変更手順

設定値

ストッパ

ねじ位置

スタ－ト側

エンド側

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２

Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ －

－ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ａ

－

－

２３

・動作範囲変更例：動作範囲を１～５とする場合

下記の手順に従いＢとＨの位置にストッパねじを入れてください。

※工場出荷時は反時計方向に一杯まで回転させた状態です。

ません。

用下さい。

１．この資料は１５°切換用ＤＰ形コードスイッチの動作範囲変更用とします。

３．ストッパねじの取付は十字ドライバ先№００を用いて０．１５～０．２２Ｎｍのト

ルクにて作業願います。

２．Ａのストッパは初期状態から入っており、スイッチ内部組込の為、取り外しは出来

４．ストッパねじ用穴は、製造上の都合上、金属の膜が張っている事がありますが性能

上問題ありません。ストッパねじを押しあてれば簡単に破れますのでそのまま御使

５．ストッパねじ用位置のＦ，Ｇ，Ｊ，Ｋ，Ｖ，Ｗについては、記号の記載が有りませ

んが、時計方向にアルファベット順に配置しております。

その他注意事項

６．シャフトを回転させる場合は、ツマミ（別売）等を取り付けて回転させて下さい。

７．製品に印字されている形式は出荷時の設定動作範囲に合わせた表記となっています。


